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およそ人類の歴史が始 まると同 じに して輌格闘技の歴史 も始 まった と考えら
れる。それは専 ら徒手にて戦 う徒手格闘技 と,武 具 ・武器 を用いて行 うもの
と,大 きく分けて二つに分け られるであろう。 この分類に従 うところの徒手格
闘技は,そ れぞれの国や地方,民 族において,独 自の発展を し絶えず消長を繰
り返 し今 日まで伝承 されているもの も少な くはない。 レス リングヂボクシソ
グ,サ ンボ,相 撲,柔 道等を,代 表的な徒手格闘技 として上げるこ とがで き
る。それ らは,多 かれ少なかれ,技 術論が確i立され,攻 撃法,防 御法,さ らに
効率を上げるための解剖学,物 理学,生 理学,心 理学,医 学,身 体運動学な ど
学理の研究に進んで行った。
柔道の前身である日本の古い柔術の伝書をみる と,い ろんな分野 において技
術の開発研究が行われた形跡が偲ばれ,興 味が尽 きない。技術論的な攻撃 ・防
御は もとより,戦 術,鍛 練法,救 助法,精 神修養,生 活作法,余 暇の活用か ら
真理の探究まで,実 に多様である。 これら柔術流派の技術的知識情報は一子相
伝,親 兄弟であっても他言は許 されず と誓約 した もとで,伝 書の中でのみ連綿
と伝えられて きた。 しか しながら,常 にさいなまれる衰退 ・消滅の危機,更 な
る隆盛の願望等か ら,伝書類の一般公開 も試みられて きた。その背景には,印




居取第一形,居 取第二形,居 取第三形,居 取第四形,居 取第五形,立 合第一一
形,立 合第二形,立 合第三形,立 合第四形,立 合第五形,中 段第一形,中 段第
二形,中 段第三形,離 れ形第一一形,離 れ形第二形,離 れ形第三形,柄 捌 き,骨
法第一形,骨 法第二形,骨 法第三形,捕 器,中 身急処の図,急 所活の図,急 所
入れ方,居 合第一形,居 合第二形,居 合第三形。(27技)
「極意詳解関ロ流柔術 自在」 目詰忠明,大 学館,明 治42年。
遠飛,猿 懐,占 捕左右,追 懸之左右,巌 石碑の左右,鳥 之羽重,胸 章左右,鵜
之羽返左右,手 次,手 続,櫓,膝 車,片 胸藏,両 胸藏,浪 之花,讐 之事,稲
妻,行 合,鞠 落,右 先,左 先,四 手腰,鞄 返,左 右手先,岸 陰,下 上天下,磯
之浪,左 右之胸板,母 衣挫,雁 之羽先,振 合,左 右之手車,左 右之別手,左 右
博が仕込立合,浮 身之立合,手 続之立合,仕 間之立合,胸 取別立合,三 段之
事,別 之手続,小 具足,拳,捻 合。(45技).、
女子柔術
巌石碑(関 口流),巌石碑之二(関 口流),猿飛之遣分(関 口流),猿飛之遣分
の二(関 口流),猿飛之遣分葉三(関 口流),母衣挫(関 口流),其二,其 三,
駒取捌方,試 合 口(真 揚流),十字落(真 揚流),遣分猿 回(関 口流),遣分片
翅(関 口流),請 身(関 口流),三 所詰(真揚流),股 さ き,遣 分鵜之羽返 し(関
口流),千力結(居 業),両手詰(片 十字紋),喉占め(逆 十字絞),喉絞め,手
首折 り,逆 指(真 揚流),袖 車(真 揚 流),行 合(関 口流),占 捕(四 天流),小
手挫(関 口流),橦木(其 場流),ほ ぐれ鳥之羽重(関 口流),下上天下(関 口
流),仕間之事(関 口流),ほ ぐれ肩翅(関 口流),三段の事(関 口流),別之手
続(関 口流),拳(関 口流),襟投(真 揚流),両手捕(裏 撮流),'飛違い(真 揚
流),腰投(渋川流),遣分鳥之羽重(関 口流),足 払(講道館投の形),釣 込(諸
道館投の形),膝車(講 道館投の形),小内刈(講 道館投の形),小外刈(諸 道
館投の形),大外落(諸 道館形),掃腰(講 道館投形)。(47技)
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「柔術独習書(四 心 多久 間流柔術)」 古木源 之助,制 剛堂,明 治44年。
立合,手 返 シ,七 里,片 手返 シ,肩 投 ケ,首 投 ケ,手 払 ヒ,骨 掘,背 後 ノ剣,
打込,後 口掃 キ,片 手投 ケ,茶 臼廻 リ,内 七里,首 捕 り,膝 捕 リ,背 後 ノ足捕
リ,甲 冑捕 リ,左 右捕 リ,振 り放 シ,胸 倉捕 リ,両 胸 倉捕 リ,腰 投 ゲ,踏 抜
キ,骨 掘手捕 リ,飛 違 ヒ,首 七 里,前 當 テ,腕 捕 リ,後 口胴 絞 メ,八 方搦,鉢
割 リ,満 月,半 月,鍾 落 シ,柄 返 シ,居 合捕 リ,鐸 返 シ,二 丁,胸 倉挿 リ,丸
投 ケ,前 落 シ,抱 ヒ捕 り,胸 捕 リ,後 口捕 リ,違 ヒ捕 り,肘 返 シ,両 手投 ゲ,
腕手 操 リ,見 帰 リ,水 車,腰 返 シ,連 レ行 キ,向 フ倒 シ,膿 散 シ,白 刃捕 リ,
白刃捕 リ其二,壁 添へ,天 狗倒 シ,柱 立テ,軍 サ ノ組打チ,組 返 シ,青 龍,辻
風,雷 光,風 月,水 月,晴 風,飛 鳥返 シ。(69技)
柔道の成立
柔道の創始は嘉納治五郎に依 ってなされたが,そ の初期は,現 在の国際的に
発展 した柔道の将来性が約束されていたような事 もな く,た だ普通の柔術の一
派が新 しく生まれたとい うにす ぎなかった。技術的にも,全 くに新 しい,斬 新
な技が開発された訳でもない。嘉納治五郎 が今までに学んだ柔術の天神真楊流
や起倒流等の枠組みを大 きく逸脱するものでもなかった。さらに,講 道館柔道
の技術名称を決定する際にも,関 口流 も少なからず影響を与えている。それ ら
の技術名称は
「天神 其場流柔術」
鬼拳,振 解,逆 手,逆 指,片 駒捕,両 胸捕,小 手返,両 手返,気 捕,天 倒,
扱捕,打 手,真 之位,添 捕,御 前捕,袖 車,飛 違,抜 身 目附,錨 返,両 手捕,
壁 添,後 捕,行 違,突 掛,引 落,両 胸 捕,連 拍子,友 軍,絹 潜,襟 投,手 髪
捕,後 捕,撞 木,苅 捨,朽 木倒,横 車,片 胸捕,手 髪捕,小 具足,腰 苅 捨,独
鈷,手 繰,捨 身,下 り藤,腕 絨,矢 筈,両 柄捕,後 捕,乳 捕,襟 捕,小 手 し
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ぎ,突 込 み,胴 〆,捨 身突込,脱 しぎ,肌 我捕,捨 身投,腰 投,背 負投。
「起倒流柔術」
。天之巻。起 は陽之形,倒 は陰之形,陽 に して勝 ち,陰 に して勝,弱 に して
強 を制 し,柔 に して剛 を制す。
。地之巻。柔剛強弱 之事,無 拍子 之事,位 之事,先 々先,後 先 之事,水 上之
胡 芦子之事,気 体之事,志 気 力差別之事,前 後際断之事。
。人之巻。体,無 中,力 避,水 車,水 流,曳 落,虚 倒,打 砕,谷 落,車 倒,
綴取,綴 反,夕 立,滝 落。身砕,車 反,水 入,柳 雪,坂 落,雪 折,岩 波。 小尻
反,柄 取,諸 手取,二 人捕,四 人詰,戸 入,鎧 組,居 合,早 縄 中 り。 .
・性鏡之巻。二勢 中,五 行 中,陰 陽中,性 気,心,機,忘 気,太 極。
。秘伝之巻。 曲尺,北 辰,合 鏡,虎 喰,鏡 垂,藤 浪,鉄 山,露 月,草 堰,電
光,石 火,身 剣。
「関 口流柔術」
楊柳,構 金,爪 返,引 違,悌,膝 車,靡 勝,鬼 拳,振 込,返 振,飛 違 ,突
込,肩 付,奏 者捕,奏 者返,羽 返,向 捕,右 協奏老,後 之 両管 ,左 脇 抱倒,右
居 曲,風 呂詰,小 鳥 緊,鳥 之字,水 鳥,犬 殺,千 人 白,向 廻捕,右 脇廻 捕,後
廻捕,左 脇 廻捕,前 後左右之取,前 後左右 之解,前 後左 右之解,行 合 ,行 連,
前後投,四 つ手,赤 首,懸 之止,前 後投,投 之残勝,大 役,立 合大小 之捕 ,立
合大小柄取解,押 突,引 突,踏 違,相 補,片 男波,突 脇差,手 続取,返 取 ,朽
木捕,嘔,甲 引付,後 透取,後 髪 取,御 館之 刀,仰 裏之 刀,夢 枕,突 脇差採取
落,立 水車,払 刀,肩 羽節,居 込,如 見,丸 木橋,仰 片羽節,浦 波,有 無捕天
地,客 僧,連 拍子,四 方捕,四 方組,山 嵐,風 車,帰 取,却 瞑捜 ,草 之堰,鎧
詰 ・左 右之矯,反 矯 逆之矯,傭 前後 之矯,四 天,釣 鐘,二 人客 僧 ,三 人 突
立,,四人 固,掛 捕,廻 捕,逆 之突,鞠 之曲,顕 色,逢 締技,突 脇差 指 優勝,脇
之車,車 之捕,乱 騰 両羽締,肩 蒐,突 虚,千 引,鋏,四 人固,柔 固。
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である。現在 まで引 き継がれている名称 も多い。名称は同 じで も技術的には,
かな りかけ離れた もの も少な くない。
柔道の定着
ただ普通の柔術の一派 として誕生 した柔道であったが,そ の基本理念が世間
一般に理解され,技 術論やその練習の方法論が確立されるに連ねて,唯 一,普
遍のものとなる。一般に入手可能な解説書をもとに,技 術名称の変遷等を示 す
と次のようになる。大外刈を大外苅,内 股を内鰐,体 落 とし謹落 とし,腕挫十
字固めを管挫十字固め,払 い腰 を排膿あ るいは据腰,背 負い投げを負い投げ,
上 ・横四方固めを四方固め等の記述 も見える。
「大 日本武 徳会 制定柔道 形解説 」磯 貝一,永 岡秀一,佐 藤 法賢,便 利堂,明 治
41年。
浮 落,背 負投,肩 車,浮 腰,掃 腰,釣 込腰,足 掃,釣 込足,内 股,巴 投,裏
投,隅 返,横 掛,横 車,浄 業,袈 裟 固,肩 固,上 四方 固,横 四方固,崩 上四方
固,片 十字紋,裸 紋,送 襟紋,片 羽絞,逆 十字紋,腕 絨,腕 挫十 字固,腕 挫 腕
固,腕 挫膝 固,足 絨,体 落,膝 車,小 外苅,大 外苅,大 内苅,出 足掃,跳 腰,
移腰。(38技)
「柔道の真髄」鈴 木安一,有 朋館,明 治41年。
浮 落,体 落,帯 落,大 外落,背 黄落,朽 木 倒,背 負投,掬 投,肩 車,浮 腰,据
腰,釣 込 腰,大 腰,後 腰,跳 腰,移 腰,半 腰,大 約 腰,小 釣腰,腰 車,送 足
掃,釣 込足掃,出 足掃,大 外刈,小 外 刈,大 内刈,小 内刈,膝 車,足 車,大 外
車,谷 落,山 嵐,釣 込足 支,巴 投,裏 投,釣 落,俵 返,隅 返,横 掛,横 車,浮
技,抱 分,巻 込,積 分,積 分,横 落,四 方固,上 四方固,縦 四方固,横 四方
固,袈 裟固,本 袈 裟固,崩 袈裟固,後 袈裟 固,浮 固,肩 固,首 固,喉 紋,十 字
紋,並 十字紋,逆 十字紋,片 十字紋,裸 体紋,抱 首紋,裸 身捕,羽 交絞,送 襟
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紋,袖 車,片 手紋,突 込紋,胴 紋,逆 手,送 指,小 手挫,腕 挫,腕 絨,送 足,
足挫,膝 固,草 鹿紋,道 管,首 挫。(81技)
「柔道」宗像逸郎,内 外出版協会,大 正2年 。
膝車,大 外苅,支 釣込足,横 落,浮 腰,隅 返,小 外刈,背 負投,大 腰,巴 投,
腰車,谷 落,送 足払,後 腰,払 腰,裏 投,釣 込腰,内 股,帯 落,浮 落,掬 投,
浮業,跳 腰,抱 分,肩 車,外 巻込,引 込返,移 腰,釣 腰,大 外落,俵 返,大 内
苅,横 車,大 横 分,内 巻込,小 内苅,足 車,山 嵐,払 釣 込足,大 外車,背 負
落,横 掛,横 分,小 手返,大 車,袈 裟固,肩 固,上 四方固,横 四方固,崩 上四
方 固,片 十字紋,裸 紋,送 襟紋,片 羽絞,逆 十学級,腕 絨,腕 挫十字固,腕 挫
腕 固,腕 挫膝 固,足 蹴,体 落。(61技)
「柔道教本 ・上巻」 嘉納治五郎,堀 書店,昭 和6年 。
膝車,支 釣込足,出 足払,送 足払,大 外刈,浮 腰,払 腰,袈 裟固,崩 袈裟 固,
上四方 固,崩 上 四方固,片 手紋,片 十 字紋,逆 十字紋,大 腰,釣 込腰,背 負
投,体 落,巴 投,隅 返。(20技)
「柔道手引」磯貝一,東 江堂書店,昭 和8年 。
膝 車,支 釣込足,浮 腰,膿 落,大 外苅,出 足 掃,横 落,背 負投,隠 退,小 外
苅,腰 車,巴 投,大 腰,谷 落,送 足掃,掃 腰,後 腰,裏 投,内 股,帯 落,跳
腰,浮 薄,浮 葉,抱 分,肩 車,引 込返,外 巻込,釣 腰,移 腰,大 外 落,俵 返,
横車,積 分,内 巻 込,小 内苅,足 車,背 角落,掃 釣込 足,山 嵐,大 外 車,横
掛,釣 込業,肩 固,上 四方固,横 四方固,崩 上四方固,紋 業,裸 紋,送 襟紋,
片羽絞,逆 十字紋,並 十字紋,袖 車紋,突 込紋,両 手紋,両 手結,腕 絨,腕 挫
十字固,腕 挫腕 固,腕 挫膝 固,足 蹴。(61技)
「新柔道(寝 業編)」星崎治名,秋 豊園,昭 和9年 。
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上四方固,崩 上四方固,崩 上四方固変形の1,崩 上四方固変形の2,横 四方
固,袈 裟固,崩 袈裟固,後 袈裟固,肩 固,縦 四方固,十 字固逆,逆 十字固,脱
線,十 字逆,腕 挫逆,送 り襟紋,逆 十字紋,逆 十字紋変形の1,逆 十字紋変形
の2,逆 十字紋変形の3,両 手紋,片 羽絞,地 獄紋。(23技)
「柔道教範 」横 山作 次郎,大 島英助,大 同出版社,昭 和11年。
浮 薄,背 負投,肩 車,浮 腰,掃 腰,釣 込 腰,足 掃,釣 込足,内 股,巴 投,裏
投,隅 返,横 掛,横 車,浮 葉,出 足払,膝 車,支 釣 込足,浮 腰,大 外 刈,大
腰,大 内刈,背 負投,小 外刈,小 内刈,腰 車,釣 込腰,送 足掃,体 落,掃 腰,
内股,小 外掛,釣 腰,横 落,足 車,跳 腰,掃 釣 込足,巴 投,肩 車,隅 返,谷
落,跳 巻込,掬 投,移 腰,大 車,外 巻込,浮 薄,大 外車,浄 業,積 分,横 車,
後腰,裏 投,隅 落,横 掛,稀 薄,抱 分,引 込 返,大 外落,俵 返,内 巻込,背 負
落,山 嵐,上 四方固,崩 上 四方 固,横 四方 固,袈 裟 固,肩 固,並 十字紋,片 十
字紋,逆 十 字紋,裸 紋,送 襟紋,片 羽紋,腕 絨,腕 挫,十 文字 固,腕 固,膝
固,足 絨。(80技)
「学校柔道指導 の手び き ・師範学校」文部 省,昭 和11年。
背負投,体 落,浮 腰,釣 込腰,跳 腰,払 腰,移 腰,後 腰,膝 車,支 腰込足,出
足払,大 外 刈,大 内刈,小 内刈,内 股,小 外 刈,送 足払,払 釣込足,小 外掛,
巴投,隅 返,裏 投,浮 技,袈 裟固,崩 袈裟 固,肩 固,上 四方固,崩 上四方 固,
横四方固,縦 四方固,十 字紋,送 襟紋,片 羽絞,裸 紋,腕 絨,腕 挫十字固,腕
挫腕固。(37技)
「柔道 ・其の本質 と方 法」石黒敬七,旺 文社,昭 和18年。
出足払,膝 車,支 釣込足,浮 腰,大 外 刈,大 腰,大 内刈,背 負投,小 外刈,小
内刈,腰 車,釣 込腰,送 足梯,麗 落,排 膿,内 股,小 外掛,横 落,足 車,跳
腰,佛 釣込足,巴 投,肩 車,谷 落,膨 脹,浮 落,浮 技,積 分,横 車,裏 技,山
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嵐,前 隅投,袈 裟固,肩 固,上 四方固,横 四方固,崩 上四方固,片 十字紋,裸
紋,送 襟紋,片 羽絞,逆 十字紋,腕 絨,腕 挫十字固,腕 挫腕固,腕 挫膝固,足
絨。(47技)
「学校柔道指導の手び き ・師範学校 」文部省,昭 和18年。
背負投,体 落,浮 腰,払 腰,釣 込腰,跳 腰,膝 車,支 釣込足,出 足払,送 足
払,大 外刈,大 内刈,小 内刈,内 鰐,払 釣 払 足,小 外 刈,巴 投,浮 技,袈 裟
固,肩 固,上 四方 固,横 四方固,縦 四方固,裸 紋,十 字紋,送 機敏,片 羽絞,
腎挫十字 固,管 絨,'管挫唇 固,菅 挫膝 固。(31技)
「図解柔道」会 田彦一・,柏書院,昭 和26年。
膝車,大 外 刈,大 外 落,浮 腰,出 足佛,支 釣込 足,大 内刈,跳 腰,大 腰,背 負
投,小 外刈,送 足佛,膿 落,排 膿,釣 込腰,携 釣込足,巴 投,内 股,小 内刈,
小外掛,移 腰,肩 車,裏 投,腰 車,浮 技,浮 落,隅 落,隅 返,大 車,後 腰,積
分,足 車,横 落,横 車,横 掛,大 外車,山 嵐,空 気技,袈 裟固,肩 固,上 四方
固,横 四方 固,.崩横 四方固,崩 上四 方固,縦 四方固,片 十字紋,逆 十字紋,並
十字紋,裸 紋,送 襟紋,片 羽絞,袖 車紋,両 手紋,焼 滅,腕 挫十字 固,腕 挫 十
字固,腕 挫腕 固,腕 挫 膝固,足 絨。(59技)
}
「学校柔道指導 の手び き ・中学校」文 部省,昭 和27年。
ひさ車,出 足払 い,浮 き腰,大 外刈,つ りこみ腰,送 り足払 い,背 負 い投 げ,
大 内刈 り,体 落 し,払 い腰,さ さえつ りこみ足,と もえ投,内 また,は ね腰,
け さ固め,上 四方 固め,横 四方固め。(17技)
「学校柔道指導の手びき ・高等学校」文部省,昭 和27年。
ひざ車,出 足払 い,浮 き腰,大 外刈 り,つ りこみ腰,送 り足払 い,背 負い投
げ,大 内刈 り,体落 し,小 内刈 り,払 い腰,小 外刈 り,さ さえつ りこみ足,と
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もえ投 げ,払 いつ りこみ足,内 また,は ね腰,け さ固 め,肩 固 め,上 四方 固
め,横 四方 固 め,縦 四方 固め,十 字 じめ,送 りえ り じめ,腕 が らみ,十 字 固
め。(26技)
「学校 柔道指導の手び き ・大学」文部省 ・昭和27年。
ひざ車,出 足 払 い,浮 き腰,大 外 刈 り,つ りこみ腰,送 り足 払 い,背 負 い投
げ,大 内刈 り,体 落 し,大 内刈 り,払 い腰,小 外刈 り,さ さ えつ りこみ足,と
もえ投 げ,肩 車,払 いつ りこみ足,内 ま た,は ね腰,小 外掛 け,後 腰,移 り
腰,隅 返 し,浮 きわ さ,け さ固め,肩 固め,上 四方 固 め,横 四方固め,縦 四方
固め,十 字 じめ,送 りえ りじめ,腕 が らみ,十 字固め。(32技)
「柔道」 大滝忠夫,山 海堂,昭28年 。
背負投,襟 背 負,二 本背負,一 本背負,体 落,肩 車,浮 漂,双 手 刈,掬 投,隅
落,払 腰 跳腰,釣 込腰,袖 釣込腰,移 腰,大 腰,釣 腰,後 腰,浮 腰,内 跨,
大外 刈,大 外車,大 内刈,小 内刈,払 釣込足,支 釣込 足,横 掛,大 外 落,小 外
刈,送 足払,小 外掛,出 足払,膝 車,足 車,大 車,巴 投,隅 返,要 役,俵 返,
引込返,内 巻込,外 巻込,浮 技,横 落,横 車,谷 落,蟹 挟,袈 裟固,本 袈裟
固,崩 袈裟固,肩 固,上 四方固,正 上 四方固,崩 上 四方固,横 四方 固,縦 四方
固,十 字紋,片 十字紋,並 十字紋,逆 十字紋,袖 章,送 襟 絞,裸 絞,片 羽絞,
三 角絞,両 手絞,突 込絞,腕 絨,腕 挫 十字 固,腕 挫腕 固,腕 整 肢 固,腕 挫腹
固,腕 挫 膝固,足 戚 。(74技)
「新編 ・柔道教科書 ・学生版」工藤一三,北 辰 堂,昭 和33年。
ひ ざ車,出 足佛 い,浮 き腰,大 外刈,つ りこみ腰,送 り足佛 い,背 負投げ,大
内刈 り,膿 落 し,佛 い腰,さ さえつ りこみ足,と もえ投 げ,内 また,は ね腰,
小 内刈 り,小 外 刈 り,肩 車,描 いつ りこみ足,小 外掛 け,後 腰,移 り腰,隅 返
し,浮 きわざ,け さ固め,崩 れけ さ固め,肩 固め,上 四方 固め,崩 上四方固,
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横四方固,崩 れ横四方固,縦 四方固,十 字紋,逆 十字絞め,裸 絞め,送 り襟絞
め,片 羽紋め,腕 が らみ,十 字固め,腕 固め,膝 固め。(40技)
「スポ ーツ辞典 ・柔道」 日本放送 協会編,日 本放送 出版協 会,昭39年 。
出足払 い,ひ ざ車,さ さえ釣 り込 み足,浮 き腰,大 外刈 り,大 腰,大 内刈 り,
背負 い投げ,え り背負 い,一 本 背負い,小 外刈 り,小 内刈 り,腰 車,釣 り込 み
腰,そ で釣 り込み腰,送 り足払 い,体 落 とし,払 い腰,内 また,小 外掛 け,足
車,は ね腰,横 落 し,払 い釣 り込み足,と もえ投げ,肩 車,す み返 し,谷 落 と
し,は ね巻 き込 み,す くい投(1),すくい投 げ②,移 り腰,大 車,外 巻 き込 み,
浮 き落 と し,大 外 車,浮 きわ ざ,横 車,後 ろ腰,裏 投 げ,す み落 と し,横 掛
け,か にば さみ,け さ固め,く ずれけさ固め,肩 固め,上 四方 固め,く ずれ上
四方 固め,横 四方固 め,く ず れ横 四方 固め,縦 四方固め,片 十字絞 め,逆 十字
絞 め,並 み十字絞 め,裸 絞 め,送 りえ り絞 め,片 羽絞 め,腕 が らみ(1),腕が ら
み(2),腕ひ しぎ十 字 固,腕 ひ しぎ腕 固 め,腕 ひ しぎひ ざ固 め,三 角紋 。(63
技)
「柔道の楽 しみ方」老松信一,西 東社,昭43年 。
体 落 とし,背 負い投げ,も ろ手背負 い投 げ,一 ・本背負い投 げ,肩 車,す くい投
げ,も ろ手刈 り,浮 き落 とし,す み落 とし,大 腰,浮 き腰,つ り込 み腰,払 い
腰,は ね腰,後 ろ腰,移 り腰,出 足払 い,ひ ざ車,支 えつ り込み足,払 いつ り
込み足,送 り足払 い,大 外 刈 り,唱大 内刈 り,小 内刈 り,小 外 刈 り,小 外掛け,
内また,足 車,大 車,と もえ投 げ,す み返 し,裏 投げ,内 巻 き込 み,外 巻 き込
み,浮 きわ ざ,横 落 とし,谷 落 と し,け さ固め,く ずれけ さ固め,肩 固,横 四
方固 め,上 四方固 め,く ずれ上四方固め,た て四方固め,裸 絞 め,送 りえ り絞
め,片 羽絞 め,十 字 絞め,並 み十 字絞め,逆 十字絞 め,片 十 字絞 め,そ で車絞
め,突 っ込 み絞 め,両 手絞 め,三 角絞め,腕 が らみ,腕 ひ しぎ十字 固め,腕 ひ
しぎ腕 固 め,腕 ひ しぎわ き固 め,腕 ひ しぎひさ固 め,腕 ひ しぎ腹 固 め,横 掛
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け,横 車,足 が らみ。(64技)
「目で 見 る柔道教 室」真柄浩,永 岡書店,昭 和51年。
ひ さ車,大 腰,大 外 刈 り,け さ固め,さ さえつ りこみ足,つ りこみ腰,大 内刈
り,肩 固め,体 落 とし,横 四方固め,払 い腰,上 四方 固め,小 内刈 り,く ず れ
上 四方固め,背 負い投 げ,出 足払 い,送 り足払 い,た て四方固め,払 いつ り込
み足,小 外刈 り,跳 ね腰,内 股,十 字絞 め,裸 絞 め,送 りえ り絞 め,片 羽絞
め,後 ろ腰,移 り腰,腕 が らみ,腕 ひ しぎ十字固,腕 ひ しぎ腕固 め,と もえ投
げ,浮 き技。(33技)
「基本 レ ッスン女子柔道」柳 沢久 ・山月香,大 修館書店,平 成4年 。
背負 い投げ,一 本 背負い投げ,体 落 と し,肩 車,浮 き落 と し,す くい投げ,す
み落 と し,も ろ手 刈 り,浮 き腰,大 腰,釣 り込 み腰,そ で釣 り込 み腰,払 い
腰,は ね腰,後 ろ腰,移 り腰,釣 り腰,腰 車,抱 き上 げ,ひ さ車,支 え釣 り込
み足,大 外刈 り,大 内刈 り,小 外刈 り,小 内刈 り,出 足払 い,つ ばめ返 し,送
り足払 い,払 い釣 り込 み足,内 股,大 車,と もえ投 げ,裏 投げ,す み返 し,引
き込 み返 し,俵 返 し,浮 きわ ざ,横 掛け,横 車,横 落 とし,谷 落 とし,本 け さ
固め,崩 れけ さ固 め,上 四方固め,崩 れ上 四方固め,横 四方固め,た て四方固
め,肩 固め,十 字絞,片 十 字絞 め,並 十字絞 め,逆 十字絞 め,=裸絞 め,送 りえ
り絞 め,片 羽絞 め,腕 が らみ,腕 挫 ぎ十字固 め,腕 挫 ぎ腕 固め。(58技)
柔道の五教の技は,安 全面や上達度,指 導効率な どを勘案 して,順 番を決定
してある。新五教の技 と旧五教の技の間には違いがあるが,概 ね,出 足払,膝
車,支 釣込足,浮 腰,大 腰,大 外刈,体 落,大 内刈,背 負投等が初めにな らう
技 として配列 してある。 ここに記 した20の解説書 に最初 に紹介されている校
名は,浮 落,膝 車,上 四方固,背 負投,出 足払,体 落であった。 これらの配列
は必ず しも技術修得の順序になっているわけではない。手技,腰 技,固 技な ど
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の技 術分類 に従 って解説 してい る もの もあ った。 解説 してあ る技術数 も38,81,
61,20,61,23,80,37,47,31,59,17,26,32,74,40,63,64,33,58であ った。固
技 を含んで いた り,固 技 を含 んでいた り,固 技 の みの解説 書 な どいろい ろであ
るが,平 均 して47.25であ った。 この ような数字 は案外,解 説 や指導 に適 した
量 なの か も知 れな い。柔 道五 教 も40ぐらいで あ る。 この数 は たぶ ん に 「特 別
の理 由はな く,相 撲 で も四十八手 がある様 に,大 体 の ところで決 定 された 」 と
佐村嘉一郎十段 によって 伝 え られている ところに妥 当性 が感 じられ る。
相撲 の四十 八手 は最初,多 い数 とい うような意味で四十八 とい う数字 が使わ
れて いた。 四十 八願,四 十八 夜,四 十 八鷹,四 十八 柳 箸 と同 じ使 わ れ方 であ
る。 その うち に相撲技 術の総 称 と して使われ,次 第に48に固定 されて きた。
技術の比較
柔道の技術名称は投げ技,固 め技,当 て技の他に形等の名称 も含め,明 治大
学教養論集250号「講道館柔道の技術名称」に よれば,234本となってい る。
しか しながら,実 際の練習や試合 において見受け られ るのは,当 て技や形のみ
の名称な どを除 きそんなに多 くはない。大滝忠夫の 「柔道」によれば,戦 前戦
後{こ行われた主な大会の10,552試合を分析する と,8割 は勝負がつき,2割 は
勝負な しの引 き分けであ った。勝負のついた8,772試合の うち投げ技は6割4
分で,出 現頻度897の内股か ら出現頻度わずか1の 決ま り技 まで総名称数は42
であ った。菅波 らの柔道競技試合分析システムでは各種試合において比較的多
く見受け られる決 ま り技 として32本を採用 している。諸道館の責任編集 によ
る 「講道館柔道 の技名称」には,投 げ技63本,固め技27本の合計90本が収録
解説 され,1決ま り技決定の指針 とされている。表1に それが示 されている。
柔道の決 ま り技90に対 して,現 在の相撲 は決ま り手の数が72と決 まってお
り,表2に 示された。数字的 には18の開 きがあるが,競 技 の本質的特性や規
約 ・ルール上,柔 道のいわゆる寝技27本と,相 撲の非技2手 を除 くと,柔 道
の63本に対 して相撲の70手とほ とん どその差はない。長 い相撲の歴史の中,
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数多 くの文献が残されているが,そ の中より656手が収録 され,明 治大学教養
論集210号「相撲技術名称の変遷」に示されている。それによれば,現 在まで
残 っている相撲技術名称の中で,難 解な修辞的表現の ものや特殊名称な どは時
代 とともにだんだん と少な くな り,世人一般が初めて聞いただけで も,そ の相
撲技術や動作 を彷彿させるような,身 体動作動詞の含有 した ものが残 る傾向に
あ るとしている。 この様な手法を踏襲 し柔道 と相撲の技術名称の比較をそれぞ
れの決ま り技 と決ま り手によって行 うと,以 下の ようになる。
柔道 の技 術名称 ・決 ま り技 の うち固 め技は,抑 え込 み技 ・絞 め技 ・関節技 の
合 計27本全 て が身体 動 作動 詞 で終 了 してい る。 更 に関節技 の全 て,抑 え込 み
技 と絞 め技の一部 に身体部 位名詞 を含 んでいる。 いわば相撲 とは違 った技術形
態 をな し特 殊 な分野 と して ここでは比較 の対 象か ら除外 された。
決 ま り技 ・決 ま り手 の うち身体 動 作動詞 で終 了 して い る名称 の比較 におい
て,こ の中 で唯 一 ひ らがな表記 の「とった り」を どの様 に扱 うか検討 されたが,
強いて漢字 を当て る とす れば 「捕 った り」 にな る と広辞苑 にあ るので これに従
った。 その 結果,柔 道 が投 げ る,落 とす,刈 る,倒 す,返 す,透 かす,上 げ
る,払 う,掛 け る,込 む,分 け る,挟 むの11種,45/63,71.4%に対 し,相 撲
が 出す,倒 す,切 る,投 げ る,負 う,掛 け る,返 す,繰 る,攻 め る,込 む,蹴
る,掬 う,取 る,払 う,反 る,落 とす,捕 る,透 かす,捻 る,打 つ,折 る,棄
て る,戻 す の23種,66/70,94.3%であ った。 複合 動詞 も含 め使 用 されてい る
動詞 は,柔 道 が 負 う,投 げ る,掬 う,落 とす,刈 る,倒 す,返 す,透 かす,釣
る,込 む,払 う,跳 ね る,抱 く,上 げ る,出 す,支 える,送 る,掛 け る,引
く,巻 く,浮 く,分 け る,挟 むの23種,相 撲 が突 く,出 す,倒 す,押 す,寄
る,切 る,浴 び せ る,投 げ る,掬 う,負 う,掛 け る,掴 む,返 す,蹴 る,繰
る,攻 め る,渡 す,込 む,掬 う,取 る,払 う,居 る,反 る,落 とす,巻 く,捕
る,透 かす,合 わせ る,捻 る,打 つ,折 る,引 く,叩 く,吊 る,送 る,割 る,
乗 る,極 る,呼 ぶ,戻 すの40種であ った。 動詞の みの決 ま り技 ・決 ま り手 は,










… 背 負投 ,体 落,肩 車,掬 投,浮 落,隅
落,帯 落,背 角 落,山 嵐,双 手 刈,巧
木倒,踵 返,内 股 透,小 内返
技 … 浮腰,大 腰,腰 車,釣 込 腰,払 腰,釣
腰,跳 腰,抱 上
技 … 出足 払,膝 車,支 釣 込 足,大 外 刈,大
内刈,小 外刈,小 内 刈,送 足 払,内 股,
小外 掛,足 車,払 釣 込足,大 車,大 外
車,大 外落,燕 返,大 外 返,大 内返,






検分,横 車,横 掛,抱 分,内 巻込,蟹





送襟絞,片 羽絞,片 手絞,両 手絞,初
草絞,突 込絞,三 角絞
脱線,腕 挫十字固,腕 挫腕固,腕 挫膝
固,腕 整肢固,腕 挫腹固,腕 挫脚固,
腕投手固,腕 挫三角固
てい ない,動 詞 を含 まな い ものは,柔 道 が10/63,15.9%,相撲 が4/70,5.7%
であ った。
これ らの動詞に関係 した数字の比較からして,柔 道の決 まり技の方が字義の
みで理解するにはより難解 ということになるが,も う一つの要素 と思われる身
体部位名詞に着目して見ると,身体の使用部位が特定され,技 との関係が鮮明
にな り,技 の理解には有利である。その含有率を見 ると,柔 道が手,肩,背,
腰,股,膝i,足,踵,体 の9種 で,25/63,39.7%,相撲 が 手,腕,肩,首,
頭,背,腰,股,足 の9種 で,17/70,24.3%であ り,柔 道 の 方 が 多 い 。 こ の










表2.相 撲 の決 ま り手
突 き出 し,突 き倒 し,押 し出 し,押 し倒 し,寄
り切 り,寄 り倒 し,浴 び せ倒 し
下 手投 げ,上 手 投 げ,小 手投 げ,掬 い投 げ,上
手 出 し投 げ,下 手 出 し投 げ,腰 投 げ,首 投 げ,
一本 背 負 い ,二 丁投 げ,櫓 投 げ,掛 け投 げ,掴
み投 げ
内掛 け,外 掛 け,丁 斧掛 け,切 り返 し,河 津 掛
け,蹴 返 し,蹴 手 繰 り,三 所攻 め,渡 し込 み,
二 枚蹴 り,小 股 掬 い,外 小 股,大 股,棲 取 り,
足取 り,裾 取 り,裾 払 い
居反 り,棒 反 り,撞 木反 り,掛 け反 り,外 檸反
り
突 き落 し,巻 き落 し,と った り,逆 とった り,
肩透 か し,外 無 双,内 無 双,頭 捻 り,上 手 捻 り,
下 手捻 り,網 打 ち,鯖 折 り,波 離 間投 げ,腕 捻
り,合 掌捻 り,首 捻 り
引 き落 し,引 っ掛 け,叩 き込 み,吊 り出 し,吊
り落 し,送 り出 し,送 り倒 し,割 り出 し,打 つ
乗 り,極 め出 し,極 め倒 し,呼 び戻 し
・勇 み足 ,腰 砕 け
り,柔道は身体のどの部分を重点的に使用するのか,手 を多 く使用する手技な
のか,腰 を利かせて投げる腰技なのか,足 を使 う足技なのか,あ るいは,身 体
を どの方向に捨てて技を掛けるのか,言 い換えれば,使 用身体部位別の分類 と
見ることが可能である。一方,相 撲は投げ手,掛 け手,反 り手,捻 り手の古来
か らの分類 を頑なに守 り,他 の技 を基本技 と特殊技に分けてまとめている。言
い換えれば,発 達技術論的な分類 と見ることが可能であ る。
身体動作動詞で終了 していない,動 詞を含んでいない,更 に身体分立名詞を
も含有 していない,修 辞的な表現の決ま り技 ・決 ま り手は,柔 道が山嵐,大
車,大 外車,横 車の4/63,6.3%,相撲が外無双,内 無双の2/70,2.9%oでそれ
ぞれ5%内 外でほ とん ど差がない。 これらの どの言葉 も,部 分的な単語 として
は一般に良 く使われてお り,難解 という表現は当てはまらないが,こ れらがす
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ぐに柔道や相撲の技術に結びつ くかと言えば,そ うとも言い切れない。決まり
技,決 まり手 として決 して多いと言えず,こ のことと無関係 と思えない。
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